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学校教育計画（令和６年度～令和９年度） 
 

学校名 向の岡工業高等学校 
課程・学科 

教育部門・学部 
定時制・総合学科 

 

１  学校のミッション 

〇 定時制の課程単位制総合学科を設置する高校として、生徒の多様な特性や地域・

学校等の実情を踏まえ、共通教科及び専門教科にわたる多様な科目の中から生徒が

主体的に履修したい科目を選択でき、生徒の興味・関心や進路希望等に応じた学習

を可能にするという総合学科の特質を生かし、「系列」に応じた系統性のある学習

を確保することで、生徒一人ひとりの学習や進路等の目標の実現に応えるよう、学

力の育成、豊かな人間性や社会性の涵養、社会的・職業的な自立等をめざした教育

課程を適切に編成する。 

〇 心身ともに健康で、高い教養と豊かな情操を持った人材の育成をめざし、自らの

課題に主体的に向き合う力、学びに向かう力、等これからの社会に求められる資

質・能力を育成するための教育に取り組む。 

〇 主体的に学ぶ意欲を高めるとともに、基礎的・基本的な知識・技能の習得とそれ

らを活用する力を育成することができるよう、主体的・対話的で深い学びの実現を

めざした不断の授業改善を行う等、教育活動の充実に取り組む。 

 
２ 学校教育目標 

〇定時制総合学科、単位制の利点を生かした、生徒の興味・関心や進路希望に応じた

学習を通して、生徒の主体的な学びを引き出し、基礎学力の定着と生きる力を育

む。 

〇生徒一人ひとりの個性が生かせるように、進路の自己実現に向けて、「キャリア教

育」「生徒支援体制」の充実を図る。 

〇保護者や学校外の機関と協働・連携など地域の教育力を生かした学校づくりを推進

し、保護者や地域から信頼される学校づくりをすすめる。 

 
３ 計画策定時点での課題 

・５年後に閉課程を迎えるため、生徒数が減少し、職員も減少する中でも、充実した

教育課程の実践と、学校行事や特別活動等の充実を図る。 

・様々な課題を抱えた生徒への支援として、医療・福祉等の関係機関との連携強化や

生徒の自立と社会参加をより促す取組を進める。 

・生徒一人ひとりの個性を生かしつつ、生徒の進路決定について支援し、より充実し

た進路支援体制を構築する必要がある。 

・地域との連携強化を目指し、情報発信と協働を図る。 

・生徒の安心・安全に向けて、防災教育の充実を図る。 

・事故・不祥事を防止し、安定した学校運営を図る。 



４ ４年間の目標と主な方策 
 
 視点 ４年間の目標 目標達成に向けた主な方策 

１ 
教育課程 

学習指導 

〇定時制総合学科、単位制の

仕組み、工業の施設・設備を

活かし、基礎学力の定着と生

きる力を育む教育課程を編成

する。 

〇多様な生徒の学習ニーズに

応える柔軟できめ細やかな学

習支援の充実を図る。 

〇閉課程を見据えて、生徒の興

味・関心や進路希望等に応じた教

科科目の充実・整備に取り組む。 

〇生徒が見通しを持った学びがで

きるような履修指導へ改善、学校

外の学修等への支援を充実させ

る。 

２ 
(幼児・児童･) 

生徒指導・支援 

〇生徒にとって安心、安全な

教育環境の確保に努め、生徒

の自己実現に向けたきめ細か

な支援の充実を図る。 

〇生徒の発達段階等を考慮し

て可能な限りの合理的配慮を

推進する。 

〇閉課程により生徒数が減少する

なかでも特別活動の充実や生徒の

活動の機会を確保する。 

〇情報共有を徹底し、医療・福祉

等の関係機関との連携強化を含め

た支援の充実に努める。 

〇生徒の自立と社会参加を促し、

個別の支援プログラムを提供す

る。 

３ 進路指導・支援 

〇支援が必要な生徒の多様な

進路支援の充実を図る。 

〇生徒の実情に合わせたキャ

リア教育を推進し、社会生活

実践力の育成を図る。 

〇生徒支援Ｇ・学習支援Ｇが連携

し、特別な支援や配慮が必要な生

徒の進路決定について、関係機関

と協働で対応を検討する。 

〇入学から卒業までを見通したキ

ャリア教育プログラムを充実させ

る。 

４ 地域等との協働 

〇地元企業、地域の支援機関

との連携強化を図る。 

〇情報発信を通して、地域社

会との連携を強化する。 

〇オープンファクトリー、教育活

動、学校行事等を通して、生徒の

自立・社会参加につながる取組み

として、地域との連携を強化す

る。 

〇生徒、保護者、地域社会に向け

ての情報を整理し、適時的に発信

する。 

５ 
学校管理 

学校運営 

〇校内設備や備品を適切に管

理し、安全教育、環境教育の

推進を図る。 

〇全職員の資質向上を図ると

ともに、風通しの良い職場づ

くりを目指し、教職員の事故

や不祥事を未然に防止する。 

〇校内の備品整備や美化意識の向

上、防災教育を推し進め、生徒に

とって安心、安全な教育環境を構

築する。 

〇資質向上や不祥事防止など、職

員が主体的に参加できるような相

互研修会を開催する。 

 


